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高森町長

草 村　大 成
　町民の皆様、明けましておめでとうございます。
　昨年は、近年稀に見る異常気象に見舞われましたが、幸いにして大きな災害
もなく、農作物も概ね順調な作柄となりましたことは喜びに絶えません。
　しかし、景気は一部に回復の兆しが見られたものの、地域経済までの波及と
いう面では楽観の許されない状況で推移した一年でありました。
　そんな中にあって本町は、情報通信基盤整備事業の着手をはじめ、観光立
町基本条例の制定、高森町新教育プラン・新農業プランの策定、「日本で最も
美しい村」連合への新規加盟、さらには天草地域との新たな横軸連携の推進
など、「新しい高森町」づくりに向けた様々な取り組みが具体的に結実し始め、
将来の子どもたちに「誇れる高森町」を受け継いでいくために、少しずつでもしっ
かりと確実に前へと進んでいくための足がかりを定めることが出来ました。
　また、国施策の動向を注視し迎合することで、様々な事業に対して緊急経済
対策等の採択を受け、実に効果的なインフラ整備事業等に着手することが出来
た有意義な一年であったことは喜ばしい限りです。
　このように多くの新たな取り組みを推進することが出来ましたのも、町民の皆
様の惜しみないご支援とご協力の賜物と心から感謝申し上げます。
　今後も、地域情勢を正しく見つめ、しっかりとした信念を持って、積極的に
施策を進めていくことが極めて大切なことだと確信しております。
　なお、私も就任四年目となり、町長就任以来積み重ねさせていただいた実績
を踏まえ、各種施策を更に具体的に実行に移す大事な一年となりますので、
町民の皆様から尚一層の叱咤激励の程をよろしくお願い申し上げます。
　年頭に当たり、町民の皆様のご健康とご多幸をご祈念申しあげ、
新しい年のご挨拶とさせていただきます。

　　　平成二十六年　元旦　
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高森町議会

副議長

森 田　　 勝
議　員（順不同）

後 藤　英 範

三 森　義 高

甲 斐　正 一

立 山　広 滋

芹 口　誓 彰

興 梠　壽 一

後 藤　三 治

宇 藤　康 博

New year greetings 2014

高森町議会議長

田 上　更 生
　町民の皆様、新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様には、日頃から町政に対するあたたかいご理解と
絶大なご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。お陰をもちまして昨
年も厳しい財政状況の中で町発展のために活動して参りました。
ここに新年を迎え、本町の一段の躍進を期待するところでありま
す。
　国策の現状からして、市町村を取り巻く環境は日々変化してお
ります。私たち議会議員もその変化に伴い速やかに対応していか
なければならないと考えております。
　このような状況にあって、町民の皆様への情報の提供、また共
有することが重要であることは言うまでもありません。昨年まで
五回の議会報告会を開催し、開かれた議会、町民と情報を共有し、
共に町づくりを考える議会を目指してきたところであります。
　地域分権の進む中で、議会の役割は極めて重く、議会自らが
信頼を獲得する試みを重ね、町民の皆様方のご期待に応えるよう
決意を新たにしております。
　どうか本年も相変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、心か
らお願い申し上げまして新年のご挨拶といたします。

　　　平成二十六年　元旦　
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■お問い合わせ先　建設課　住宅係　℡（６２）１１１１（内線１４５）

平成 26年度

町営住宅町営住宅  補充入居者募集
　高森町営住宅条例第４条及び高森町特定公共賃貸住宅条例第４条
の規定に基づき、下記のとおり補充入居者を募集します。

○住宅の種類
①公営住宅（低所得者層向け）　②高齢者・障がい者向け住宅（平屋・バリアフリー住宅）
③特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）　④貸付住宅（所得制限なし）
○基本的な入居資格及び条件
①本人または同居者が暴力団員でない人　②同居者、または同居しようとする親族がいる人
③本人及び同居者の合計所得月額（政令月収）が基準額以下の人　
④現に住宅に困っていることが明らかな人　⑤本町に住所または勤務場所を有する人
　または１ヶ月以内に住所または勤務場所を有することとなる人　
⑥税金等の滞納がない人　⑦政令で定めた収入を超えていないこと
○入居申し込み期間及び場所
期間：１月14日（火）～２月25日（火）（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
場所：高森町役場　建設課　住宅係
○申込方法
　申込期間内に町営住宅入居申込書に記入し、必要書類を添えて提出してください。
　申込書には住宅に困っている事情を調査する項目がありますので、申込書の記入は必ず申
込者本人が行ってください。

○申し込みに必要なもの
①印かん　
②入居予定者の平成 24年１月から 12月までの所得が確認できる書類
　（源泉徴収票の写し・役場発行の所得証明書など）　
③住民票の写し（世帯全員分）　※外国人にあっては外国人登録証明書
④保有資産の有無を確認できる書類（役場発行の資産証明書など）　
⑤入居予定者に障がい者がいる場合は障がい者手帳　
⑥寡婦・寡夫世帯については、そのことが証明できる書類（戸籍謄本など）
○選考方法
　公営住宅及び高齢者・障がい者向け住宅については、高森町営住宅条例第 10条及び高森
町営住宅条例施行規則で定める判定基準に基づき、町営住宅入居審査会の審査を受け、団地
ごとに補充入居順位を決定します。
　特定公共賃貸住宅及び貸付住宅については、公開抽選により補充入居順位を決定します。平成
26年度中に町営住宅の明け渡しがあったときは、その順位に基づき入居者を決定します。
○その他
①今回の申し込みは平成 26年度中のみ有効です。
②犬・猫などは飼育できません。
③町営住宅の駐車場は基本的に１世帯につき１台です。
④前年度に申し込みをされた人も再度申し込みが必要です。
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たかもり光ネットワーク株式会社よりお知らせ
役場内に「光インターネット体験コーナー」
を設置します
　高森町内に整備される光ファイバー網による超高速イン
ターネット環境をいち早く住民の皆さんへ体験していただき
たく、「光インターネット体験コーナー」を役場１階ロビーに
設置いたします。
　体験コーナーには光回線に接続されたパソコン・タブレッ
ト端末が配置され、快適な回線環境を実感していただけます。
　役場にお越しの際は、ぜひ体験コーナーにお立ち寄りくだ
さい。

高森町情報通信基盤整備事業だより

▲体験コーナーを設置します（役場ロビーを予定）

■お問い合わせ先　政策推進課　情報管理係　℡（62）1111（内線 156）
　　　　　　　　　たかもり光ネットワーク株式会社　℡（62）3355　http://www.tkbb.jp

たかもり光ネットワーク株式会社で働いてみませんか！
　イクストライド株式会社（人吉市）では、たかもり光ネットワーク株式会社で働く ICT（情報通信技術）
サポートエンジニア正社員 2人を募集します（イクストライド株式会社からの出向となります）。

　●内　容／（1）情報通信基盤サービス提供に係る訪問サポート業務（自家用車で訪問。燃料代会社負担）
　　　　　　 （2）技術部門の補助員としての業務（未経験者には指導を行います）
　●勤務先／たかもり光ネットワーク株式会社（高森町高森 980-8）
　●時　間／９：００～１８：００
　●資　格／普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）
　●給　与／１６万円～１８．５万円
　●休　日／土・日・祝日、有給休暇あり
　●待　遇／昇給あり、賞与年 2回、通勤手当なし、各種保険（雇用・労災・健康・厚生）加入
　●その他／履歴書及びハローワークからの紹介状を下記事業所へ郵送または持参してください。
　　　　　　書類選考後、面接日時を連絡します。
■申込先・お問い合わせ先
　イクストライド株式会社（〒 868-0021　人吉市鬼木町 759-1、℡ 0966（26）3020）担当　浦

うらさき

﨑

情報基盤施設利用の加入申込をお願いします！
　高森町では、現在幹線道路等において、光ケーブルの設置工事が実施されており、1月からは
各世帯への引き込み工事が開始されます。
　この工事により、
　①　高森町独自制作の番組放送・データ放送
　②　テレビ放送（地上デジタル・ＢＳ・ＣＳ）
　③　インターネット通信
が提供されます（①、②については、平成 30 年までは無料です。以後、有料となった場合でも、
無料で解約できます）
　各世帯への引き込み工事を行うには、「情報通信施設加入申込書」の提出が必要になります。
　申込書については、たかもり光ネットワーク（株）の職員が順次回収していますが、全世帯を
回収するには相当の時間を費やすため、お手数ですが地元の駐在員様もしくは役場政策推進課ま
で提出いただくと非常に助かります。
　なお、野尻・草部地区の加入申込については、高森・色見地区の終了後となりますので、あら
ためてお知らせいたします。
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　住民の皆さんが福祉関係のさまざまな問題で困ったときに力強い味方になってくれるのが、
民生・児童委員です。12月に委員の一斉改選が行われました（敬称略）。
　民生・児童委員は、地域住民の福祉向上のために、昭和 23年に制定された民生委員法に基
づき、厚生労働大臣が委嘱する民間の奉仕者で、児童福祉法による児童委員も兼ねています。
民生委員は、援助を必要とする方の生活状態の把握、相談・助言活動、情報の提供と援助のほか、
役場や社会福祉協議会など関係機関への協力などを行っていただいています。

新しい民生・児童委員が決まりました新しい民生・児童委員が決まりました
３年間３年間よろしくお願いしますよろしくお願いします

■お問い合わせ先　住民福祉課　福祉係　℡（６２）１１１１（内線１３２）

氏名（担当地区） 田上トヨ子（村山） 杉本隆雄（上在） 甲斐利子（天神・上町） 立山信子（旭通A） 田上スエ子（旭通B）

今村キワ子（昭和A） 岩下扶美子（昭和B） 中村静子（下町A） 桐原かな子（下町B） 嶋田耕一（横町） 岩下雅文（森）

津留きぬ子（冬野・津留） 德丸光法
（洗川・大村・中原）

白石照人（前原・小倉原） 荒牧トモ子
（戸狩・井上・山鳥）

住吉只二（中園・西丁） 二子石清廣（草部）

岡本真由美（芹口） 後藤カチ子（菅山） 伊藤モトエ（永野原） 甲斐初子（下切） 二子石惠美子（中） 本多小代子（矢津田）

馬原惠美子（大字津留） 栗燒ケサユ（野尻） 鶴林かず子（尾下） 吉良山美津子（河原） 大塚惠子（主任児童委員） 甲斐都紀代（主任児童委員）
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ノロウイルスによる感染について

感染経路 症状
〈食品からの感染〉
●感染した人が調理などをして汚染され
た食品

●ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二
枚貝など

〈人からの感染〉
●患者のふん便やおう吐物からの二次感
染

●家庭や施設内などでの飛沫などによる
感染

〈潜伏時間〉
感染から発症まで 24～ 48時間

〈主な症状〉
●吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が
1～ 2日続く。感染しても症状のない場
合や、軽い風邪のような症状のこともあ
る。
●乳幼児や高齢者は、おう吐物を吸い込
むことによる肺炎や窒息にも要注意。

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

○普段から感染しないように
食べものや家族の健康状態
に注意する。

○症状があるときは、食品を
直接取扱う作業をしない。

○症状があるときに、すぐに
責任者に報告する仕組みを
つくる。

○洗うタイミングは、
　◎トイレに行ったあと
　◎調理施設に入る前
　◎料理の盛付けの前
　◎次の調理作業に入る前
○汚れの残りやすいところを
ていねいに
　◎指先、指の間、爪の間
　◎親指の周り
　◎手首

塩素消毒
　洗剤などで十分に洗浄し、
塩素濃度５％の次亜塩素酸
ナトリウム（塩素系漂白剤）
で浸しながら拭く。

※エタノールや逆性石鹸はあまり
効果がありません。

※洗剤などで十分に洗浄し、熱湯
で加熱する方法も有効です。

詳しい情報は、厚生労働省ホームページ「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」
をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

健康管理 手洗い 消　毒
調理する人の 作業前などの 調理器具の

ノロウイルスＱ＆Ａ 検 索

　ノロウイルスなどの感染性胃腸炎は、例年12月中旬にピークを迎えますが、熊本県では10月から増加傾向にあり、今後急
増するおそれがあります。
　感染経路や症状、予防方法を正しく知ることが大切です。

■お問い合わせ先　健康推進課　健康推進係　℡（62）1111（内線 122・123）
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●10月18日（金）、町内で行われた赤い羽根チャリティミニバレーボール
　大会に参加しました。

お問い合わせは、高SPO事務局　（62）2991までご連絡ください。

　毎週火曜日の午後８時～９時、草部生涯学習セン
ター（旧草部中体育館）で小学生以上を対象に活動
しています。

　和気あいあいとした雰囲気の中で、バドミントンを
楽しんでいます。見学からでも、ぜひいらっしゃって
体験されてみてください。お待ちしています！

　高 SPOから６チーム（体育教室スタッフ４チーム、スポーツバイキング、教育委員会）が
出場し、他の企業や団体のチームと試合をして交流を深めました。

ホームページ
http://www.takaspo.jp/

　　※スマホ、携帯から
　　　でも閲覧可能です。

バドミントン草部教室

●11月２日（土）、ロアッソ熊本　
　親子サッカー教室
　あそ千年祭の一環としてサッカー教室が行
われました。
　ロアッソ熊本のアカデミーコーチをお招き
して、ボールを使って体を動かしたり、ゲー
ムをしたりしました。

　キッズ・ジュニアサッカー教室から 20 組
程の親子が参加し、保護者の方々も子ども達
と一緒にボールを追いかけ、親子でサッカー
を楽しむことができました。

　ロアッソくんも来て、一緒に写真を撮ったり、その後の千年祭のイベントを楽しんでいまし
た。

● 11月２日（土）、熊本県総合型地域スポーツクラブ対抗ゴルフ大会（HSC
ゴルフカップ）に出場し、見事優勝しました！

　高SPOがゴルフで熊本県内総合型地域スポーツクラブの頂点に立ちました。
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２月 17日（月）２月 17日（月）から申告が始まります !!!
申告は、自主申告が基本です。

収支の把握は自分しか分かりません。

再度収入等のご確認を行い、会場へお越しください。
※申告相談は必ず指定会場で行って下さい。税務課窓口では受け付けていません。

○少し早めの申告
　・主な収入が 年金 で、申告をする予定のある人は、この機会をご利用ください。
　・日時　２月 13 日（木）　受付時間　午前10時～11時30分、午後１時30分～３時30分
　・場所　高森総合センター（大会議室）

○申告が必要な人（平成 26年 1月 1日現在、高森町に住所のある人）
　☆年金所得者で下記に該当する人
　・生命保険料控除・医療費控除・社会保険料控除等の所得控除を受ける人
　・年金所得以外に収入がある人
　・遺族年金や障害年金等を受給している人
　・営業・農業・その他事業・不動産等の所得がある人
　・赤字などで確定申告の必要のない人でも、町県民税の申告は必要です。

○申告受付会場では相談できない申告（税務署へ）
　・雑損控除を受ける人
　・相続、贈与税の申告をする人
　・青色申告者
　・消費税の申告をする人

○２月 24日（月）～ 26日（水）は税理士無料相談日
　・消費税、相続・贈与税、雑損控除を受けようとする人は、できるだけこの期間に申

告相談をしてください。
　・受付時間　午前 9時～ 11 時、午後 1時～ 3時
　・場所　高森総合センター（大会議室）

○申告に必要なもの
・印鑑
・源泉徴収票
・出荷、販売証明書（農業・営業・不動産収入がある場合）
・生命保険・地震保険・介護保険料・国民年金等の支払証明書

■お問い合わせ先　税務課　税務係　℡（62）1111（内線 161、165）

税務課からお知らせです
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　俵山の西に広がる高遊原台地は、約９万年前、阿
蘇火山の一員である大峯火山の噴火により形成され
ました。現在の阿蘇カルデラはこの後の大噴火で形
成されたものと考えられています。高遊原台地の広
大で平坦な形状は、粘性の低い溶岩（高遊原溶岩）
がゆっくりと大量に流出したことで形成されました。
　これまでの研究によると、高遊原台地は何度も繰
り返された断層運動により、大峰火山と100ｍ近
くずれ（落差）が発生して現在の地形になったと考
えられています。
　高遊原台地では、溶岩台地の水はけの良さを利用
したサツマイモの生産が盛んであり、また、平坦な
地形を利用して阿蘇くまもと空港が整備されるなど、
火山活動や断層運動といった自然活動によって形成
された地形や特性を、巧みに利用してきた人々の生
活をうかがい知ることができます。

◆次回のコラムは、阿蘇市が担当します。

法律問題
― 労働時間と残業代 ―

コラム第 16回　　　　　　　 　 「大峯火山と高遊原台地」　 　　　　　　  　担当：西原村

　労働基準法においては、労働者の労働時間の上限として法定
労働時間（原則として１日８時間、１週 40時間を超えてはな
らない）が定められています。
　法で定められた労働時間の上限を超えた時間外労働が認めら
れるには、雇い主（使用者）が行う労働基準監督署（労基署）
長への届出などの手続きに加えて、労働者に対する「残業代」
や「時間外手当」といった割増賃金の支払いがなされなければ
なりません。
　しかし、近年、使用者から正規の賃金の支払いがない時間外
労働（いわゆる「サービス残業」）が急増しています。残業代
等の不払いは労働基準法違反であり（第 24 条）、犯罪行為と
して刑罰（30 万円以下の罰金）が課されるという「極めて強い禁止行為」です。
　残業代などの支払いが行われない場合には、労基署に違反を申告することで、労基署の調査・勧告
等を経て、支払いがなされる場合があります。また、労基署の利用でも解決しない場合には、裁判所
における訴訟や労働審判などといった手段もあります。
　「もしかすると未払いの残業代があるかもしれない」という人は、残業代請求を検討してください。

法テラス高森法律事務所

　世界文化遺産登録を目指す「阿蘇」。その価値の中
心は、火山と人々が作り上げた「阿蘇の文化的景観」
であり、これを保全していくことが登録に必要な条件
となります。
　そのため、現在阿蘇郡市７市町村では、地域の皆さ
んと一緒に「阿蘇の文化的景観」を守り育てていくた
めに、「景観計画・景観条例」の制定に向けた準備を行っ
ています。
　また、「地域から見た阿蘇の環境・景観」について
各地で地域別検討会を実施しています。
　このリレーコラムでも、引き続き「阿蘇の文化的景
観」として守っていきたい景観を紹介していきます。

手前の山が大峯山。その向こうに広がる高遊原台地。
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11 月 21日（木）　全国簡易水道整備促進大会、全国山村振興総会、全国浄化槽推進市町村大会（東京都）

11月 22日（金）　政策説明会（昭和地区）

11月 23日（土）　阿蘇市町村長会・議長会合同会議（阿蘇市）

11月 24日（日）　高森東小・中学校合同文化祭「ひめゆり文化祭」　

11月 28日（木）　平成 25年第６回高森町議会臨時議会

11月 29日（金）　平成 26年度予算編成方針説明会

11月 30日（土）　緊急経済対策補正予算懇談会（熊本市）

12月　１日（日）　高森町体育協会色見支部体育大会、少年柔道大会

12月　２日（月）　民生委員・児童委員総会

12月　４日（水）　高森東保育園おゆうぎ会、南阿蘇鉄道会議説明会

12月　５日（木）　南阿蘇鉄道取締役会

12月　７日（土）　高森町少年剣道錬成大会、色見保育園おゆうぎ会、高森保育園おゆうぎ会

　　　　　　　　　減反とＴＰＰ勉強会（南阿蘇村）

12月　９日（月）　草部隧道起工式、環境省あそ公園事務所長来庁

12月 12日（木）　平成 25年第４回高森町議会定例会（～ 20日）

12月 13日（金）　熊本県産業廃棄物協会意見会（熊本市）

12月 15日（日）　阿蘇管内市町村長・議長会合同会（阿蘇市）

12月 18日（水）　「税を考える週間」作品・町長賞表彰式、たかもり光ネットワーク株式会社との協議

12月 19日（木）　平成 25年第４回高森町議会定例会一般質問

12月 20日（金）　年末年始交通事故防止運動出発式

●48回の公務・会議への参加の一部です。
●他、56回の準公務・政治活動への参加を行いました。

お悔やみ
（平成25年度　11月21日～12月20日）

予算は１年間で 24万円です。（交際費の内の弔費分です）
現在の残りの額は　９万円です。

金　額 分　類 主な内容 備　考
10,000 円 弔　費 　香典代 －－－－－－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

町長交際費
（平成25年度　11月21日～12月20日）

交際費の予算は１年間で 100万円です。
現在の残りの額は 38万 9,890 円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考
11月 28日 8,000 円 御　祝 古沢一氏旭日雙光章受賞記念祝賀会 南阿蘇村長長野敏也ほか

12月１日 5,000 円 御　樽 高森町体育協会色見支部体育大会 高森町体育協会色見支部

（11月21日～12月20日）
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※入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）

町発注工事と業務委託契約状況（平成 25年９月 30日～ 12月 17日）
番号 担当課 工事（業務委託）名

入札日
もしくは
契約日

契約相手 請負代金

1 建設課 色見環状線測量設計業務委託 9月 30日 ㈲甲斐測量設計 4,147,500 円

2 建設課 永野原・河原線測量設計業務委託 9月 30日 旭測量設計㈱ 22,942,500 円

3 政策推進課 高森町消費生活相談室増改築工事実施
設計業務委託 9月 30日 大和設計㈱ 714,000 円

4 政策推進課 高森温泉館各種保守点検業務 10月 11日 川幸産業㈱ 1,282,050 円

5 税務課 平成 27年度土地評価替えに係る
土地価格鑑定業務委託 10月 25日 ㈱三和不動産鑑定所 2,055,900 円

6 政策推進課 高森町役場内自主放送スタジオ設計
業務委託 11月　1日 ㈱太宏設計事務所 399,000 円

7 建設課 町営住宅景観向上工事 11月 14日 ㈲原部塗装工業 4,273,500 円

8 建設課 天神・新市街線側溝布設工事 11月 14日 松田興業 786,450 円

9 建設課 旭住宅通線道路整備工事 11月 14日 金瀬組 1,688,400 円

10 農林政策課 （緊急経済対策）団体営芝原地区
溜池改修工事 11月 27日 ㈱高梢 48,825,000 円

11 住民福祉課 町立色見保育園新築工事実施設計
業務委託 11月 27日 ㈱ライト設計 8,347,500 円

12 農林政策課 （緊急経済対策）団体営草部地区
用水隧道工事 11月 28日 ㈱杉本建設 177,450,000

円

13 教育委員会 色見総合センター太陽光発電・蓄電
池整備工事 11月 28日 ㈱イチデン 15,540,000 円

14 教育委員会 色見総合センター太陽光発電・蓄電
池整備工事管理委託 11月 28日 ㈱本田設計コンサルタント 819,000 円

15 住民福祉課 戸籍総合システム電算機器に係る
リース契約 12月　3日 NTTファイナンス㈱ 13,456,800 円

16 建設課 御矢村・冬野線道路改良工事 12月 11日 ㈲谷川土木 3,717,000 円

17 建設課 木郷・今村線道路舗装工事 12月 11日 西田建設㈱ 2,058,000 円

18 建設課 社倉・水迫線道路整備工事 12月 11日 ㈲佐藤建設 26,250,000 円

19 建設課 高森町管内橋梁補修調査設計業務
委託 12月 11日 ㈱建設プロジェクトセンター 7,297,500 円

20 政策推進課 高森町消費生活相談室増改築工事 12月 11日 下田工務店 6,531,000 円

21 建設課 下村線道路整備工事 12月 13日 ㈾石原建設 9,660,000 円

22 政策推進課 高森町役場内自主放送スタジオ整備
工事 12月 17日 牛嶋建築事務所 9,492,000 円

番号 工事（業務委託）名 工期 契約相手 請負代金

1 老良原橋災害復旧工事 平成 25年 11月 14日～平成 26年 3月　4日 ㈱草村企業 28,455,000 円
2 高尾野川①災害復旧工事 平成 25年 12月 17日～平成 26年 2月 28日 ㈱草村道路建設工業 3,696,000 円

3 高尾野川②災害復旧工事 平成 25年 12月 17日～平成 26年 2月 10日 ㈱岩下りんどう園 1,575,000 円

4 白川災害復旧工事 平成 25年 12月 17日～平成 26年 2月 17日 ㈲後藤樹木園 2,003,400 円

災害復旧・緊急の町発注工事と業務委託契約状況
（平成 25年 11月 14日～ 12月 11日分）

※高森町政治倫理条例　第 11条　町が発注する工事等のうち、災害時の緊急対応及び復旧事業に係るものに
ついては、この条例を適用しない。ただし、第１条の趣旨に反するものであってはならない。
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高森町出身の写真家

井上みさほさんが写真を寄贈
　11 月 28 日、高森町出身で東京都在住の写

真家、井上みさほさんが来庁し、熊本県立美術

館分館で過日開催された写真展「神ノ國・阿蘇」

の作品 46点を高森町に寄贈しました。

　これは、高森町をはじめ、阿蘇や高千穂の自

然や神社などの風景を独自の視点でとらえた写

真を展示したものです。

　井上さんは「根子岳のふもと、上色見で育っ

た私のなつかしいふるさとを高森の人に見てい

ただき、地元の良さをあらためて感じてほしい」

と話していました。 ▲写真贈呈のため来庁した井上さん（写真中央）

高森地区少年警察ボランティア連絡協議会

少年補導員の育成活動で表彰
　11 月 20 日、高森地区少年警察ボランティア連

絡協議会（宮内威眞一会長）が、九州少年警察ボラ

ンティア連絡協議会会長・九州管区警察局長から長

年にわたる功労に対し表彰されました。

　これは、少年補導員がそれぞれの地区の代表とし

て、次の世代を担う少年たちの健全育成活動に尽力

された功績によるものです。おめでとうございます。

■高森地区少年警察ボランティア連絡協議会員

　宮内威眞一、福永紘喜、村上正誠、本田研一、

　竹本美智代、田上幸二、首藤規康、野尻等

　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

▲受賞を記念し、祝賀会が行われました

第37回阿蘇郡市対抗駅伝大会

冬の阿蘇路をタスキリレー
　12月 15日、阿蘇郡市陸上競技協会主催で行われ、

阿蘇市役所をスタート、高森町役場をゴールとする

14区間 45.8kmを７チームが競いました。

　高森町からは２チームが参加し、Ａチームは総合

４位、Ｂチームは後半７位でした。総合優勝は南阿

蘇村が２連覇を果たしました。

　また、Ａチーム２区の宇藤康博さんと６区の大塚

愛佳さんが区間賞を獲得しました。おめでとうござ

います。 ▲高森町チームのみなさん
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町内保育園がおゆうぎ会

歌や踊りをかわいらしく披露
　町内の３保育園で「おゆうぎ会」が開催されました。

12月４日には高森東保育園、7日には高森保育園と色

見保育園でそれぞれ行われました。未満児から年長児

まで多くの園児が出演し、この日のために懸命に練習

した歌や踊りなどの演目を披露すると、会場から盛大

な拍手が送られていました。

▲高森東保育園のおゆうぎ会

グループホーム高森

町内をボランティア清掃
　11月 30 日、グループホーム高森の入所者４人が

町内のボランティア清掃作業を行いました。

　これは、清掃活動を行っていた地元住民の呼びか

けをきっかけに始まったもので、道路脇に生えた雑

草を取ったり、空き缶などを拾いました。

▲除草作業やゴミ拾いを行いました

年末年始特別警戒・交通事故防止運動出発式

無事故をめざし警戒活動
　12月 20 日、高森警察署で行われ、高森町・南阿蘇

村の防犯団体や交通安全協会や防犯ボランティアなど

約 100 人が参加しました。これは、年末年始の防犯・

交通安全の警戒強化のため、巡回活動を行うものです。

　参加者はパトロール車に乗車し、地域の巡回に向け

一斉に出発しました。

▲号令を受け出発する高森町防犯パトロール隊

▲色見保育園（写真上）と高森保育園（写真下）のおゆうぎ会



16 Takamori.2014.1

高森中央小学生が大活躍
各種コンテストで表彰される
県科学展で最優秀賞

情報セキュリティ啓発作品
４コマ漫画部門で企業優秀賞

　熊本県主催の「熊本県科

学研究物展示会」において、

高森中央小学校４年の岡本

慧
さと

根
ね

さんの研究「消えたフ

ンのなぞ」が最優秀賞の「県

賞」を受賞しました。

　これは、自宅で飼ってい

た動物のフンがいつの間に

かなくなっていたことを不

思議に思い、その観察や原因

などの調査を調べたものです。

岡本さんは、「ふんを分解する原因となった『ふん虫
ちゅう

』をもっ

と調べてみたい」と今後の研究について語っていました。

　この作品は全国児童才能開発コンテストに出品されてお

り、その結果も期待されています。

　独立行政法人情報処理推

進機構（ＩＰＡ）が開催し

た「第９回ＩＰＡ情報セキュ

リティ標語・ポスター・４

コマ漫画コンクール 2013」

において、高森中央小学校

６年の中山さつきさんの作

品「もらしちゃいけない個

人情報」が「Y
ヤ フ ー

ahoo! きっ

ず優秀賞」を受賞しました。

　中山さんは「来年もこの

コンクールに応募し、最年少でのグランプリをめざしたい」

と抱負を語っていました。

　また、情報モラル教育に積極的に取り組んだとして、高

森中央小学校も「学校賞」を受賞しました。
▲中山さんの作品「もらしちゃいけない個人情報」

▲中山さつきさん

▲岡本慧
さと

根
ね

さん
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▲草村町長・高森中央小学校の東校長・担任教諭と記念撮影を行いました（写真左中央が境優希さん、右中央が荒牧真央さん）

平成 25年度「税に関する作品」表彰

境優希さん・荒牧真央さんが高森町長賞受賞
　「税を考える週間」（11月 11日～ 17日）の一環として、阿蘇地区租税教育推進協議会が小学生・中学生・

高校生を対象に、税に関する作品を募集しました。

　審査の結果、高森中央小学校の境優希さん（２年）と荒牧真央さん（６年）が高森町長賞を受賞しました。

　12月 18日、高森中央小学校で草村町長から表彰状と記念品が授与されました。おめでとうございます。

高森保育園　年中組

クリスマス列車に乗車
　12月 20日、高森保育園の年中組 20人が南阿蘇

鉄道の「クリスマス・イルミネーション列車」に乗

車しました。手作りの帽子を身につけた子どもたち

は、車内一面に広がったクリスマスの飾りつけに大

喜び。運行中、クリスマスにちなんだ音楽や絵本の

読み聞かせなど、一足早いクリスマスプレゼントを

満喫していました。

▲クリスマス列車からの車窓を楽しみました

高森中央小学校　５年生

親子でもちつき体験を楽しむ
　12 月 14 日、高森中央小学校で親子もちつき体

験が行われました。

　これまで５月の田植え、９月の稲刈りを行ってき

た「高森ふるさと学」の総決算として、ＪＡあそ青

壮年部や地域の人の協力のもと「きねづきもち」を

体験しました。もちを食べた子どもたちは「おいし

いね」「楽しいね」と感想を口にしていました。

▲自分たちで作ったもち米を、懸命についていました
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
の
消
防
業
務
に
対
し

ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
南
部
分
署
管
内
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨

年
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
も
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
平
穏
な
一
年
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
間
の
救
急
出
場
件
数
は
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
、
昨
年
は
、
例
年
に
な
く
建
物
火
災
が
頻
発
し
、
貴

重
な
住
民
の
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
「
地
域
住
民
の
皆
様
の
安
全
、
安
心
」
の
た
め
に
、

地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
消
防
団
の
皆
様
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
南
部
分
署
職
員
全
員
が
心
一
つ
に
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
と
緊
張
感
を
持
ち
職
務
に
精
励
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な

り
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部　

南
部
分
署
長　

荒
牧
博
昭

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

℡
（
６
２
）
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
（
６
２
）
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　

℡
０
９
６
７
（
２
２
）０
５
５
１

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

●
１
１
０
番
は
「
緊
急
時
の
通
報
用
」
の
電
話
で
す

・
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
時
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
や
照
会
な
ど
急
が
な
い
用
件
は
「
警
察
相
談
電
話
（
＃

９
１
１
０
）
」
や
警
察
署
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
１
１
０
番
す
る
と
き
は

・
何
が
あ
っ
た
（
事
件
・
事
故
）
か
、
い
つ
ご
ろ
あ
っ
た
の
か
、

ど
こ
で
発
生
し
た
の
か
（
場
所
、
目
標
物
）
を
、
落
ち
着
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

・
１
１
０
番
通
報
は
、
す
べ
て
警
察
本
部
に
か
か
り
ま
す
。

　

市
町
村
名
、
電
話
番
号
、
付
近
の
建
物
、
目
標
物
を
お
話
し

　

く
だ
さ
い
。
目
標
物
が
な
い
場
合
は
、
付
近
の
九
州
電
力
の

　

電
柱
番
号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
！
本
当
に
緊
急

　

な
通
報
が
受
け
ら
れ
ず
、
事
件
・
事
故
の
解
決
や
、
生
命
・

　

身
体
に
関
わ
る
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

●
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
通
報
す
る
と
き
は

・
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
停
車
し

て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
境
近
く
で
は
、
他
県
の
警
察
本
部
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
熊
本
県
に
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
電
話
を

切
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

●
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
」
「
メ
ー
ル
１
１
０
番
」
に
つ
い
て

・
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
専
用
で
す
。
事
案
名
・
場
所
・
住

所
・
氏
名
な
ど
を
入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

０
９
６
（
３
８
２
）
２
１
１
０

　

○
メ
ー
ル　

kum
am
oto-police110@

deluxe.ocn.ne.jp

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
は
お
済
み
で
す
か

　

電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-T
ax

）
及
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（eLT

A
X

）
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
政
手
続
を
行

う
際
に
、
本
人
確
認
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。　

　

有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３
年
で
す
。
期
限
間
近
の
人
や
既

に
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
更
新
手
続

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.jpki.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
に
は
本
人
確
認
用
書
類
の
ほ
か
、
発
行
手
数
料
が

必
要
で
す
。

九
州
北
部
豪
雨
に
係
る
雑
損
失
等
の
繰
越
控
除
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

る
災
害
に
係
る
雑
損
控
除
を
適
用
し
た
人
の
う
ち
、
当
該
雑
損

控
除
の
金
額
が
平
成
24
年
分
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
か
ら

分
離
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
を
繰
り
越
し
て
、
平
成
25

年
以
降
３
年
間
の
各
年
分
の
所
得
金
額
か
ら
順
次
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
雑
損
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
し
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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じんけん
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　住民福祉課福祉係　℡（６２）１１１１（内線１３２）

部ぶ

落ら
く

差さ

別べ
つ

問も
ん

題だ
い

に
対た

い

す
る
正た

だ

し
い
認に

ん

識し
き

を

■
お
問と

い
合あ

わ
せ
先さ
き

　

住
じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

福ふ
く

祉し

係が
か
り

　

  　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内な
い

線せ
ん

１
３
２
）

国民年金だより

たいへんお得な「付加保険料」
　国民年金保険料を納められた期間（厚生年金等の加入期間を
含む）と国民年金保険料の納付を免除された期間が25年（300ヵ
月）以上ある人につきましては、65歳から老齢基礎年金が支
給されます。年金額を少しでも多く受給されたい人は、国民年
金保険料とあわせ付加保険料（月額 400 円）を納付されると
老齢基礎年金に加え付加年金が加算され支給されることになり
ます。

付加年金の年金額＝ 200円×付加保険料を納付した月数

◎付加保険料の納付を希望される人は、住民福祉課福祉係に申
出書を提出してください。
◎国民年金基金に加入中の人は、付加保険料を納付できません。
◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しての付加保険料は納付できません。
　　１月 24日（金）　　２月 28日（金）　※事前に予約が必要です
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高
森
町
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場
℡（
６
２
）１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡（
６
４
）０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡（
６
５
）０
２
１
１
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消
防
設
備
士
試
験
の
ご
案
内

　

第
３
回
消
防
設
備
士
試
験
が
熊
本
市
で
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日　

３
月
16
日
（
日
）

■
試
験
の
種
類

　

○
甲
種
全
類（
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整

　
　
　
　
　
　

備
、
点
検
）

　

○
乙
種
全
類（
消
防
用
設
備
等
の
整
備
、点
検
）

■
願
書
の
受
付
期
間

　
（
１
）
書
面
申
請

　
　

１
月
22
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

　
（
２
）
電
子
申
請
（
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　
　

１
月
19
日
（
日
）
〜
27
日
（
月
）

■
願
書
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
の
１
１
の
４

　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階
）、
県
下
消
防
本
部

　
（
消
防
署
）、
熊
本
県
消
防
保
安
課

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

℡
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

第
35
回
高
森
町
交
通
安
全
宣
言

駅
伝
大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
駅
伝
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
、
町
民
同

士
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

各
区
間
賞
の
他
、
一
般
の
部
、
小
学
校
の
部

の
男
女
、
中
学
校
・
高
校
の
部
の
男
女
ご
と
に

表
彰
を
行
い
、
多
数
の
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

■
コ
ー
ス　

６
区
間　

６
・
６
㎞

　
　
　
　
　
（
中
心
市
街
地
を
３
周
回
り
ま
す
）

■
チ
ー
ム
編
成　

一
般
の
部
、
小
学
校
の
部
、

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
・
高
校
の
部

■
チ
ー
ム
人
員　

監
督
１
人
、
選
手
６
人
、

　
　
　
　
　
　
　

補
欠
１
人

■
参
加
料　
　
　

１
チ
ー
ム　

１
千
円

　
　
　
　
　
　
（
申
し
込
み
時
に
納
入
し
ま
す
）

■
申
込
締
切　
　

２
月
７
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
町
体
育
協
会
（
教
育
委
員
会
内
）

　

℡
（
６
２
）
０
２
２
７

朋
遊
館
の
浴
室
入
替
を
始
め
ま
し
た

　

朋
遊
館
浴
室
は
平
成
11
年
の
開
業
か
ら
15
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
業
記
念
日
と
な
る
11
月
11
日
か
ら
、
男
女

の
浴
室
を
１
週
間
ご
と
に
入
れ
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
朋
遊
館
管
理
運
営
委
員
会

（
伊
東
義
昭
会
長
）
と
協
議
を
行
い
、
利
用
増

進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
も

あ
り
、
１
日
に
10
人
程
度
、
利
用
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

野
尻
出
張
所　

℡
（
６
５
）
０
２
１
１
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農
業
大
学
校　

平
成
26
年
度

新
規
就
農
支
援
研
修
生
を
募
集

　

新
た
に
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
指

す
人
、
農
産
物
販
売
に
よ
る
農
業
経
営
を
目
指

す
人
を
対
象
に
、
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
研
修
コ
ー
ス
・
定
員
・
受
講
日

○
プ
ロ
農
家
養
成
コ
ー
ス
（
20
人
）

　

毎
週
火
・
水
・
金
曜　

８
時
50
分
〜
16
時
20
分

○
実
践
農
業
コ
ー
ス
（
30
人
）

　

毎
週
月
・
木
曜　

８
時
50
分
〜
16
時
20
分

　

栽
培
技
術
講
義
・
実
習
・
農
業
経
営
に
必
要

な
知
識
習
得
の
た
め
の
講
義
等
を
学
び
ま
す
。

○
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス
（
15
人
程
度
）

　

毎
月
１
回
（
原
則
第
４
水
曜
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

農
業
の
新
し
い
技
術
や
専
門
的
な
栽
培
管
理

技
術
、
就
農
に
必
要
な
農
業
情
報
等
を
学
び
ま

す
。

■
研
修
期
間　
４
月
10
日（
木
）〜
12
月
10
日（
水
）

■
受
講
料　
　

無
料
（
教
科
書
代
等
は
実
費
）

■
申
込
期
間　
１
月
15
日（
水
）〜
２
月
５
日（
水
）

　

農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.kum
am
oto.jp/site/noudai/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

研
修
部

　

℡
０
９
６
（
２
４
８
）
６
６
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
）

○
願
書
受
付
日　

１
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

○
試
験
日　
　
　

２
月
15
日
（
土
）

○
試
験
会
場　
　

熊
本
市

■
平
成
25
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）
に
つ
い
て

○
日
時

・
１
区
分　
　

１
月
28
日
（
火
）、
29
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時
45
分 

・
２
区
分　
　

２
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時
45
分 

・
直
前
講
習　

２
月
11
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
定
員　
　

各
80
人

○
受
付
期
間　

１
月
６
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

※
受
付
期
間
終
了
後
も
定
員
に
空
き
が
あ
る
場

合
は
受
け
付
け
ま
す
。

○
場
所　

熊
本
市
流
通
情
報
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
熊
本
危
険
物
安
全
協
会

　

℡
０
９
６
（
３
２
５
）
６
３
６
１

第
２
回　

仕
事
と
子
育
て
両
立

応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
、
再
就
職
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　

無
料
で
託
児
（
２
歳
〜
就
学
前
）
が
で
き
ま

す
が
、
１
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　
　
　
　

10
階
会
議
室
７

　
　
　
　
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
の
９
）

■
対
象
者　

出
産
や
子
育
て
等
で
一
時
的
に
離

職
し
、
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
子
育

て
中
の
女
性
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

立
つ
情
報
を
知
り
た
い
人

■
内
容　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
よ
る
再
就

職
体
験
発
表
、
就
職
準
備
と
両
立
の
ポ
イ
ン

ト
、
企
業
説
明
会
＆
面
談
会

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

℡
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５
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求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
！

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
求
職
者
支
援
訓
練
「
Ｏ
Ａ

事
務
技
術
基
礎
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
失
業
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
制
度

で
、
厚
生
労
働
省
の
認
定
を
受
け
た
民
間
訓
練

施
設
で
訓
練
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　

受
講
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
申
し

込
み
を
行
い
、
職
業
相
談
を
経
て
訓
練
受
講
が
必

要
か
ど
う
か
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　
１
月
６
日（
月
）〜
２
月
３
日（
月
）

■
訓
練
期
間　
３
月
７
日（
金
）〜
６
月
６
日（
金
）

■
訓
練
会
場　

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
阿
蘇
校

　
　
　
　
　
　
（
阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
）

■
費　

用　

入
学
金
や
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
万
４
０
０

円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

■
訓
練
内
容　

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

　

℡
０
９
６
７
（
２
２
）
８
６
０
９

野
生
動
物
等
の
捕
獲
禁
止
に
つ
い
て

　
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
鳥
獣
保
護
法
）」
に
よ
り
、
野
生
鳥

獣
を
捕
獲
（
殺
傷
を
含
む
）
す
る
こ
と
は
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
鳥
獣
の
捕
獲
・
飼
養
に
つ
い
て

　

狩
猟
免
許
及
び
狩
猟
者
登
録
を
得
て
い
る
人

で
捕
獲
許
可
を
得
た
場
合
な
ど
は
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
熊
本
県
で
は
、
メ
ジ
ロ
な

ど
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

許
可
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
野
生
鳥
獣
の
違
法
な
捕
獲
等
に
つ
い
て

　

必
要
な
許
可
を
得
ず
に
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し

た
り
、
違
法
に
捕
獲
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
を
飼
養

し
た
場
合
は
、鳥
獣
保
護
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
自
然
保
護
課　

野
生
鳥
獣
班

　

℡
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
５

第
２
回
高
森
町
公
売
会
の
実
施

　

12
月
22
日
（
日
）、
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で

町
税
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
品
31
点
の

公
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
税
務
課
阿
蘇
郡
市
で
実
施
し
て
い

る
併
任
徴
収
活
動
の
一
環
で
、町
税
（
住
民
税
・

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

税
等
）
を
徴
収
す
る
た
め
に
、
物
品
売
却
を
目

的
と
し
て
家
宅
捜
索
を
行
い
公
売
す
る
も
の
で

す
。

　

当
日
は
55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

●
入
札
者　

51
人

　

●
落
札
率　

87
％

　

●
公
売
代
金
11
万
７
７
０
０
円

　

今
後
も
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
必
要
に

応
じ
財
産
差
し
押
え
な
ど
の
措
置
を
と
り
な
が

ら
、
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

税
務
係

　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）
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シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
利
用
し
た
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
社
会
参
加

を
応
援
す
る
た
め
、
そ
の
指
導
者
と
な
る
シ
ニ

ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

２
月
１
日
（
土
）、
８
日
（
土
）、

15
日
（
土
）、22
日
（
土
）、３
月
１
日
（
土
）

■
場
所　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本　

九
州
熊
本
事
業
部
研

修
室
（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
３
の
１
）

■
受
講
費
用　

３
万
２
５
０
０
円

（
※
講
座
修
了
者
に
は
、（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団
か
ら
５
千
円
の
補
助
が
出
ま
す
）

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.saw
ayaka.or.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

℡
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

維
持
・
管
理
の
お
願
い

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚

水
を
処
理
す
る
装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
微
生

物
が
働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
設
置
者
に
対
し
次
の
３
つ

を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た
め
の
点

検
、
調
整
、
修
理
、
消
毒
剤
の
補
給
、
ブ
ロ
ワ

の
調
整
な
ど

■
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど
の
引
き
出
し

や
調
整
、
機
器
類
の
掃
除
・
洗
浄
な
ど

■
法
定
検
査

　

浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
た
水
の
水
質
に
関
す

る
検
査
。
使
用
開
始
後
３
〜
８
ヵ
月
の
間
に
１

回
の
水
質
検
査
（
７
条
検
査
）
と
、
年
に
１
回

定
期
的
に
行
う
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）
が
あ

り
ま
す
。

※
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
に
対
し
て
、

町
と
県
浄
化
槽
協
会（
法
定
検
査
実
施
機
関
）

か
ら
文
書
を
送
り
ま
す
。

　

管
理
が
不
十
分
だ
と
、
浄
化
槽
本
来
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
ず
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
の
原

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

派
遣
労
働
者
や
、
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と
い

う
働
き
方
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
派
遣

の
し
く
み
や
労
働
関
係
法
令
に
関
す
る
説
明

会
と
、
正
社
員
へ
の
就
職
や
派
遣
労
働
に
関
す

る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
・
会
場

○
１
月
21
日
（
火
）　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
６
丁
目
１
の
38
）

○
１
月
24
日
（
金
）　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
（
菊
池
市
隈
府
７
７
１
の
１
）

○
１
月
28
日
（
火
）　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

　
（
八
代
市
清
水
町
１
の
34
）

■
開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
内
容
（
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
）

○
説
明
会　

労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者
派
遣

の
し
く
み
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
関
係
法
令

の
ポ
イ
ン
ト

○
相
談
会　

労
働
者
派
遣
・
労
働
基
準
法
に
関

す
る
こ
と
、
正
社
員
へ
の
就
職
等
の
相
談

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局　

需
給
調
整
事
業
室

　

℡
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
３
１

因
に
な
り
ま
す
。
大
切
な
川
や
海
を
汚
さ
な
い

た
め
に
、
３
つ
の
義
務
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人　

熊
本
県
浄
化
槽
協
会

　

℡
０
９
６
（
２
８
４
）
３
３
５
５
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新
着
情
報

高
森
町
役
場
℡（
６
２
）１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡（
６
４
）０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡（
６
５
）０
２
１
１
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を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
８
割
以
上
の
人
が
お
ひ
と
り
で

参
加
し
、
６
割
以
上
の
人
が
初
め
て
の
海
外
訪

問
で
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
事
前
研
修
会
で
仲

間
づ
く
り
か
ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

■
派
遣
先

　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
フ
ィ
ジ
ー
・

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
日
程

　

３
月
26
日
（
水
）
〜
４
月
６
日
（
日
）
の

　

９
〜
11
日
間
（
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

　
　
　
　
（
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
説
明
会
（
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
）

　

１
月
26
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

深
見
ビ
ル
地
下
会
議
室
Ａ（
福
岡
市
博
多
区
）

　

℡
０
９
２
（
４
１
１
）
４
８
６
０

■
参
加
費　

29
・
８
万
円
〜
43
・
８
万
円

　
（
１
月
27
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
す

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

訓
練
生
を
募
集
！

■
訓
練
内
容　

情
報
処
理
技
術
習
得（
２
年
間
）

■
訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

■
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
の
申
込
み
を
し
、
高
校
卒
業
（
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し

た
人
で
、
特
別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
等

■
定　
　

員　

10
人

■
募
集
締
切　

１
月
21
日
（
火
）
ま
で

■
費　
　

用　

年
間
２
万
円
程
度

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

無
料
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
が
無
料
の
登
記
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・

相
続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊

本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
16
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
き
ま
す
）

■
場
所　

阿
蘇
市
内
牧
支
所
会
議
室

　
　
　
　
（
阿
蘇
市
内
牧
１
１
１
１
の
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

℡
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５
（
代
表
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣　

参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
次
の
８
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流

る
と
、
早
割
で
１
万
円
割
引
い
た
し
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
４

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
kskk.or.jp
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●　

●

俳　
　

句

俳　
　

句
（
梅
香
苑
デ
イ
セ
ン
タ
ー
）

（
ひ
め
ゆ
り
デ
イ
セ
ン
タ
ー
）

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会　

十
一
月
会
）

高
校
・
大
学
生
に
奨
学
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

　

高
森
町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
に
し
た
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
、
３
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
　

保
護
者
が
町
内
に
居
住
す
る
高

校
生
、
大
学
生

■
貸
付
額　
　

高
校
生　

月
額
1
万
円

　
　
　
　
　
　

大
学
生　

月
額
２
万
５
千
円

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

　

℡
（
６
２
）
０
２
２
７

　

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
熊
本
県
内
全

域
に
お
い
て
、
10
月
１
日
〜
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
、
全
長
21
㎝
を
超
え
る
う
な
ぎ
の
採
捕
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
漁
業
者･

遊
漁
者
を
は
じ
め
、
全

て
の
人
が
対
象
で
す
。
違
反
し
た
場
合
は
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

水
産
振
興
課

　

℡
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
６

４
月
ま
で
う
な
ぎ
の
採
捕
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

　

傷
害
保
険･

賠
償
責
任
保
険･

突
然
死
葬
祭

費
用
保
険
な
ど
、
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

団
体
で
の
活
動
中
や
往
復
中
の
事
故
を
補
償

し
、
５
人
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

掛
金
は
中
学
生
以
下
が
年
額
８
百
円
〜
、
高

校
生
以
上
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
で
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会　
熊
本
県
支
部

　

℡
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

３
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
始
ま
り
ま
す
！
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健康講座健康講座
Healthy course

　高森町では７月、10月に住民健診を実施し、788人が特定健診を受診しました。
　特定健診の受診結果は【表１】のとおりで、全く異常がなかった人は42人、病院受診が必要な値（受診勧奨値）
が１項目以上ある人は406人でした。
　病院受診が必要な段階に該当したとしても、すぐに薬を飲むことになるとは限りません。お薬を飲まない場
合でも主治医の指導のもと、悪くならないように食事・日常生活等を見直しながら様子を見ていくことが大切
な段階です。病院で先生から「様子を見ましょう」と言われたからといって、「自分は大丈夫なんだ」という
わけではないので、受診を中断しないようにしましょう。
【表１】25年度特定健診の受診結果

【表２】治療が必要な項目　　　

 　　

　治療が必要な人の中で特に多かった健診項目はＬＤＬ（悪玉）コレステロール、血圧、血糖でした。特にＬ
ＤＬコレステロールはせっかく健診を受けても治療をしていない人が多い状況です。また、初めて健診を受け
た人は継続して受けている人よりも、健診結果に異常がある人が多いようです。
　健診結果を説明するなかで、「治療が必要な段階です」と話しても「どがんもないけん（自覚症状がない）」
とよく言われます。しかし、自覚症状は緊急事態になるまで出ません。
　高血圧、高血糖の段階ではまだ自覚症状はありませんが、そのまま放っておくと動脈硬化はどんどん進みま
す。動脈硬化が進むと、最終的には血管を傷め、脳血管疾患・心臓病・糖尿病合併症などの重篤な健康障害を
引き起こします。
　自覚症状をあてにせず、毎年特定健診を受け、自分の体を確認することが大切です。新年のこの機会にもう
一度健診結果を見直し、生活習慣の改善に役立てましょう !! 健診結果を将来の健康に活かしていただけるよう
に保健師・栄養士がお手伝いしています。健診結果について分らないことがあればご相談ください。
★特定健診はまだ受けられます !!
高森町国民健康保険の加入者は下記の医療機関で特定健診が受けられます。特定健診受診券と保険証を持参し
受診してください。
＜高森町特定健診実施医療機関＞
○町内医療機関　＜東医院　平田医院　馬原内科医院　南郷谷整形外科医院＞
○町外医療機関　＜藤本医院　渡邉内科　後藤医院　阿蘇立野病院　熊本セントラル病院＞

■お問い合わせ先　高森町役場　健康推進課　健康推進係　☎（62）1111（内線 123）

高森町は LDL（悪玉）コレステ高森町は LDL（悪玉）コレステ
ロールの高い人の割合が県内町村ロールの高い人の割合が県内町村
でワースト第３位 !!でワースト第３位 !!
とっても多いんです !!とっても多いんです !!

特定健診結果
全ての項目が正常値 治療は必要ないが、

生活習慣改善が必要な段階
健診項目のうち１つでも
治療が必要な項目がある人

人数 割合 人数 割合 人数 割合
全体 788人 42人 5.3% 340人 43.1% 406人 51.5%

治療が必要な人 初めて
受けた人

毎年受けて
いる人

項目 割合 割合 割合

１ LDL コレステロール
（140）以上 26.1% 33.3% 31.4%

２ 血圧
（140／ 90）以上 17.0% 19.8% 15.5%

３ HbA1c　血糖
（6.5）以上 7.9% 14.3% 15.3%

LDL（悪玉）コレステロール
特に高い人（180以上の割合）
県内 31町村中　ワースト第３位

そのうち
治療あり　　３％
治療なし　97％
H24年度健診結果より
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2013年 11月受付分（敬称略）

平成25年11月 30日現在

人口／７，０３２人（△５）
男性／３，３４５人（△４）
女性／３，６８７人（△１）
世帯／２，８４１世帯（△１）

１
月
16
日

　

〜
２
月
15
日

［ 住 所 ］

野　尻・河　地

河　原・味　鳥

高　森・昭　和

芹　口・芹　口

野　尻・川　上

色　見・小倉原

高　森・昭　和

［ 死 亡 者 ］

工藤イトエ

後藤　健夫

和田サカエ

熊谷　保武

野尻ムツ子

村上ムツエ

平田　善信

［年齢］

87

76

90

90

80

100

92

［ 御 遺 族 ］

工藤　春夫

後藤　和代

和田　栄子

熊谷　二保

野尻　和也

村上　照明

平田　恭朗

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

１月19日 平 田 医 院 ℡（62）0216

１月26日 のむら内科クリニック ℡096（292）2250

２月２日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡（68）0111

２月９日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡（62）0378

２月11日 南郷谷整形外科医院 ℡（62）3351

■１月16日～2月15日分

▼
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
。
小
職
も
３

回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し

た
▼
午
年
に
ち
な
み
、
馬

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

な
ん
と
、
真
後
ろ
以
外
は

す
べ
て
見
渡
せ
、
動
く
も

の
に
敏
感
に
反
応
す
る
習

性
だ
と
か
▼
小
職
の
落
ち

着
き
の
な
さ
も
、
こ
の
馬

の
習
性
と
同
じ
よ
う
で

す
。
と
も
あ
れ
、
本
年
も

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

愛の

ご寄付
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●
１
月
16
日
（
木
）

　

・
高
森
町
税
理
士
無
料
相
談
会
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
13
時
〜

●
１
月
17
日
（
金
）

　

・
食
の
彩
展
IN
高
森
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
15
時
〜

　

・
で
ん
で
ん
ま
つ
り
前
夜
祭
（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　

／
17
時
〜
20
時

●
１
月
18
日
（
土
）

　

・
で
ん
で
ん
ま
つ
り
（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　

／
10
時
30
分
〜
15
時

●
１
月
23
日
（
木
）

　

・
子
ど
も
の
為
の
歯
科
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　

／
13
時
〜

●
１
月
27
日
（
月
）

　

・
役
場
支
払
日

●
１
月
29
日
（
水
）

　

・
プ
レ
マ
マ
料
理
教
室
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
10
時
〜

●
２
月
４
日
（
火
）

　

・
７
〜
８
ヵ
月
児
健
康
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　

／
９
時
30
分
〜

　

・
４
ヵ
月
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
13
時
〜

●
２
月
５
日
（
水
）

　

・
役
場
支
払
日

●
２
月
15
日
（
土
）
〜
３
月
16
日
（
日
）

　

・
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
（
町
内
各
会
場
）

　
　

／
９
時
30
分
〜

●町社会福祉協議会へ（順不同、敬称略）

［香典返し］
村上　照明　　中村　　稔　　野尻　和也
［一般寄付］
熊本東社会保険委員会

●広報寄付（順不同、敬称略）

遠山　啓介（熊本市東区）
野尻　逸司（熊本市東区）
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【クリスマスツリー出展者】（順不同）
ベビーの託児室アンジェリカ、ＪＡ熊本厚生連、ゆたか学園、熊本ＹＭＣＡ尾ヶ石保育園、泰明
電機株式会社、株式会社スペック、高野病院、阿蘇温泉病院　くるみ幼育園、平田医院、高森中
央小３年１組、高森中央小３年２組、慶恩、青山製作所熊本工場、グループホーム　あそ和楽、
阿蘇観光タクシー、高森保育園、山見茶屋、休暇村南阿蘇、安方工務店、ディアートハウス、山
村酒造合名会社、色見保育園、南阿蘇訪問介護事業企業組合、すこやか！子育てのつどい、高森
東小学校、伊澤製作所熊本工場、ローソン阿蘇高森店、ほっともっと高森町店、ふれあい子ども
会、特別養護老人ホーム梅香苑、特別養護老人ホームひめゆり、高森東中学校、高森田楽村、熊
本県信用組合高森支店、高森東保育園、熊本県ユースホステル協会、仲良し親子１、仲良し親子
２、仲良し親子３、やま康、白石牛乳店、高森幼稚園、高森中学校１、高森中学校２、高森寮地
域活動支援センター、阿蘇森林組合高森支所、ＪＡ阿蘇高森中央支所、高森石油合名会社、六笑
会、高森町商工会、高森町社会福祉協議会、南阿蘇鉄道株式会社、高森温泉館、高森町観光協
会、高森町教育委員会、ＴＪＦ８、高森町水道事業組合・ひゆがや、湧水館

　　　　ご協力ありがとうございました

光と水が生み出す幻想的な世界
　

12
月
１
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で
「
ク

リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
も
珍
し
い
冬
の
風
物
詩

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
11
回
目
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
62
基
の
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
時
が
た
つ
の
を

忘
れ
、
青
や
赤
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る

ツ
リ
ー
と
流
れ
る
水
路
が
作
り
出

す
幻
想
的
な
光
の
世
界
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
（
月
）
の
午
後
に

は
高
森
中
央
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
」
を
行

い
、
や
さ
し
い
鐘
の
音
を
ト
ン
ネ

ル
内
に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。


